
教職員による自己評価の集計結果

１ 実 施 日 平成２９年１２月上旬
２ 回答者数 ５１名
３ 評価基準 ４→十分に達成 ３→おおむね達成

２→やや不十分 １→不十分
４ 評価点平均
№ 評 価 項 目 本年度 昨年度

１ 教育目標に沿った活動 ３.２９ ３.１４
２ 機能的な生徒指導態勢 ３.１０ ３.０４
３ 機能的な進路指導態勢 ３.２９ ３.１６
４ 機能的な保健・安全指導 ３.２０ ３.２２
５ 教材の精選や授業の工夫・改善 ３.３５ ３.２４
６ 宿題や課題の適切な質と量 ３.１８ ３.１４
７ 正確な授業開始 ３.４３ ３.４８
８ 私語や居眠り等への指導徹底 ３.３１ ３.４２
９ あいさつ・頭髪等への指導 ３.１０ ３.１８
１０ 十分な教育相談の実施 ３.０６ ３.１８
１１ 問題行動の未然防止・早期発見 ３.１２ ３.１０
１２ 奉仕活動・地域貢献への奨励 ２.７５ ２.７０
１３ 学年目標に即した指導 ３.１８ ３.１６
１４ 進路・学力検討会への積極的参加 ３.３７ ３.２０
１５ 進路関係情報の収集・提供 ３.００ ３.０８
１６ 学習の記録・生活の記録の活用 ３.２０ ２.８８
１７ キャリア教育の推進 ３.０２ ３.０６
１８ 清掃指導の徹底 ３.２９ ３.３２
１９ 適切な交通安全指導 ３.１８ ３.２０
２０ 語り込みを通しての指導 ３.１８ ３.２０

【考察】
全２０項目のうち，半分の１０項目で数値が＋となった。特に，教材の精選や

授業の工夫，宿題課題を適切なものとする等の項目で改善がみられた。今後も，
アクティブラーニングや英語教育改善プランの研究拠点校として授業改善に取り
組んでいきたい。その他，進路指導に関する項目において，学力検討会等への参
加や進路資料の活用など，数値が改善している。生徒の教育活動をポートフォリ
オに構築するなど，新しい時代への対応を推進していきたい。
一方，奉仕活動や地域貢献に関する数値がわずかに上昇したものの依然として

２点台である。一部の生徒達の活動から全体の生徒の活動となるよう，またそれ
らが継続的な活動となるよう取り組んでいきたい。



保護者アンケートの集計結果

１ 目 的 学校活性化に向けた改善に資するため
２ 実施時期 平成２９年１２月１２日（火）～１２月２０日（水）
３ 調査対象 １・２年生の保護者
４ 調査方法 抽出（各学年２クラス 計４クラス １４２名）
５ 回 答 率 ９２％
６ 評価基準 ４→よく当てはまる

３→やや当てはまる
２→あまり当てはまらない
１→全く当てはまらない

７ 評 価
＜平均評価点＞
№ 評 価 項 目 本年度 昨年度

１ 学校の教育方針の理解 ３．３６ ３．３０

２ 授業や学習指導の熱心度 ３．５２ ３．３９

３ 授業や課外の時間確保 ３．６０ ３．５３

４ 学力向上の積極的な取組 ３．３５ ３．３０

５ 進路実現への適切な指導 ３．２４ ３．１５

６ 基本的生活習慣指導の確立 ３．１９ ３．１９

７ 交通安全・マナー指導の徹底 ３．１７ ３．０５

８ 教育相談や面談への親身な対応 ３．３９ ３．３３

９ ボランティア活動への奨励 ２．７８ ２．８２

１０ 保健・健康・生命尊重への指導 ３．０１ ３．０５

１１ 行き届いた校内美化の推進 ３．３１ ３．２０

１２ 校内の様子の積極的な情報発信 ３．１９ ３．１０

１３ 子どもの本校入学への満足度 ３．４３ ３．３９

１４ 学校からの配付物の確認 ３．２４ ３．１４

【考察】
全１４項目のアンケートのうち１１項目において，数値が良化している。教職

員を対象にして行ったアンケートの傾向と同様に，授業や学習指導への取組，学
力向上や進路実現に向けての指導に対して，改善している状況がみられる。
また，校内の教育活動の情報発信や学校からの配布物の確実な受取など，学校

と家庭の連携についても良化してきている。なによりも，項目１３の入学させて
よかったとの評価の数値が近年増加し続けていることを励みとしたい。
今後とも，ＰＴＡを通じて，保護者の方々と連携し，教育活動の充実に向け
て取り組んでいきたい。評価に御協力いただいた保護者の皆様に感謝いたします。



生徒による授業に関するアンケートの集計結果

生徒による授業に関するアンケートの結果についてお知らせします。

１ 実施期日 平成２９年１２月２６日（火）

２ 対象生徒 悉皆方式（全１・２年生 ５０９名）

３ 評価基準 ４→十分に達成 ３→おおむね達成 ２→やや不十分 １→不十分

４ 評価結果 ４点満点

№ 評 価 項 目
評価平均点

本年度 前年度

１ 始業の前に着席している ３．６１ ３．５９

２ 教科書・教材類の忘れ物をしない ３．３７ ３．３７

３ 宿題や課題等を自力で解いている ３．１３ ３．１３

４ 宿題や課題の提出期限を守っている ３．０９ ２．９５

５ 授業に対して積極的に取り組んでいる ３．１６ ３．０６

６ 予習・復習をして授業の内容理解に努める ２．８９ ２．７７

７ 疑問点があれば積極的に質問する ２．９５ ２．７５

８ 定期考査等には十分な対策をとっている ２．９０ ２．８１

９ 学校では安心・安全に生活できる ３．７４ ３．７６

１０ 学校からの連絡文書は確実に保護者に渡す ３．５２ ３．４４

１１ 鹿屋高校に入学して良かったと思う ３．１９ ３．１９

５ 考察

今年度は，１１の項目中，＋が７項目，－が４項目という結果。

項目８の「定期考査等には十分な対策をとっている」，項目７の「疑問点があれ

ば積極的に質問する」などについては，前年度から改善してしている状況にはなっ

たが，依然として２点台となっている。引き続き，生徒自身が率先して自主的に学

習に取り組んでいくための指導法の改善に取り組んでいきたい。

学校では安心・安全に生活できるとの回答は３．７点台と昨年同様に高い。教師

と生徒との信頼関係づくり，生徒同士のコミュニケーションをよりよいものにする

などの取組を継続していく。

「鹿屋高校に入学して良かった」との声は昨年同様３．１９。今後とも，生徒の自

己実現を支援する学習環境・生活環境の構築に努めていきたい。


